
サス
テナ

NEWS 水稲など技術４７件追加 農水省
［みどりＧＸ］環境負荷減、省力化へ「カタログ」

　農水省は、「みどりの食料シ
ステム戦略」の実現につながる
技術をまとめたカタログに、普及
可能な技術など４７件を追加し、
公表しました。高温による水稲
の刈り遅れや果実の日焼けを防
ぐ対策、病害の早期発見につな
がる検査キットなどを加えました。
　カタログは第５版で、みどり
戦略で掲げる化学肥料・農薬
の削減、省力化などに役立つ
栽培技術や機械などを紹介し
ます。既に普及可能なものや２
０３０年までに普及を見込むもの

などが対象。今回の追加で、
掲載する技術は計４５２件となり
ました。
　水稲では、「コシヒカリ」など
の穂を撮影すると自動的に収穫
作業開始の目安が分かるウェブ
アプリを紹介。高温化での刈り
遅れ防止につながる技術です。
各社の自動水管理システムの導
入効果や価格などをまとめた他、
高温障害に効果があるとされる
ケイ酸資材の施用効果なども紹
介してします。
　果樹では、かんきつ園地で使

う軽トラック用のアタッチメント式
防除機を掲載。手で散布する
場合と比べて農薬散布量を２
割、作業時間を８割削減でき
ます。その他、粘着テープを
使い日焼け果の発生を半分以
下に軽減する技術なども紹介し
てします。
　施設園芸では、専門的な機
器を使わず、ウリ類退緑黄化ウ
イルスの検出が３０分でできる簡
易な検査キットを掲載。早期に
診断が必要なものの、生理障害
との見分けが難しい同病の速や

かな防除につながる技術です。
　カタログは同省がホームページ
で公開し、技術の概要や効果、
導入時の留意点、問い合わせ
先などを掲載しています。

（日本農業新聞　2025年4月9日）

　県内の大豆作は晩生品種「フクユ
タカ」が95%以上を占めます。播種適
期は７月上中旬ですが、近年の気象
条件では梅雨の長雨に遭うことが
多く、適期播種が困難な状況です。
　過去10年（2013～22年）の単
収は80.1kg/10a。都府県平均
（134.2kg/10a）と比較して低い
水準です。県産大豆の生産拡大、
安定供給を図るため、麦類収穫後
の６月中下旬に播種しても、倒伏
の発生が少なく収量性に優れる大
豆品種「サチユタカA１号」を2024
年２月、奨励品種に採用しました。 

　６月中下旬播種条件で、「フクユタカ」
と比較した特徴は以下の通りです。
①開花期は７日、成熟期は11日早い
②主茎長は短く、最下着莢節位高
はやや低く、倒伏程度は低い（図１）
③百粒重は大きく、収量はやや
多い（図２） 
④裂莢率は成熟期から１か月後に
おいて低く、ほとんど裂莢しない 
⑤外観品質は同程度である（図２）
⑥子実成分である粗蛋白質、粗脂
肪および全糖の含有率はいずれ
も同程度である
　普及予定地域は県内全域です。

に入らないように注意が必要です。
収穫が遅れた場合は外観品質が
低下するため、適期収穫に努める
必要があります。

普及面積は大豆作付面積の10％
程度、2028年に500ha程度を予
定しています。
　適期播種した「フクユタカ」と比
べ、開花期が半月以上早くなるた
め、カメムシ類等、害虫に対する適
切な防除が必要です。また、害虫
被害回避のために、栽培圃場の団
地化を推奨します。
　最下着莢節位高がやや低いた
め、収穫時のコンバインの刈取部
の下げすぎによって土がヘッダ部
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大豆品種「サチユタカＡ１号」を
奨励品種に採用  　　　　　
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【図2】子実の様子（粒大とへその色）。
　　  サチユタカＡ１号（左）とフクユタカ（右）

【図1】株標本。サチユタカＡ１号（左）と
フクユタカ（右）




